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【令和３(2021)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

天然に存在する有機化合物には、希少性や、複雑な構造を有するなどの理由から入手困難なものが多

い。本研究は、研究代表者が創製した有機触媒とポットエコノミーと呼ぶ独創的な合成戦略を用い、希

少・複雑天然物の大量合成が可能な短工程合成を実現し、天然物を超える生物活性を有する分子の創出

を目指す。 

 

（意見等） 

 本研究は、新型コロナウイルス感染症や地震による実験装置の損傷など研究を遂行する上で生じた

問題による影響を最小限にとどめつつ、幾つかの重要な研究成果を上げるなど研究は順調に進展して

いる。 

具体的には、計画していた五つのプロジェクトのうち、最初の２年間で行うこととなっていた（１）

アンポテリシン B の合成と抗真菌剤への展開と（２）世界初のアンフィジノライド N の合成とその立

体構造決定、抗がん剤への展開において、（１）では立体選択性が問題となるポリオール部分の合成を

研究代表者が開発したキラルアミノアルコールを効果的に用いて達成し、残る段階はポリエンとのカ

ップリングと糖部分の結合だけとなっている。 

また（２）では、微量ながら実際に目的化合物を合成する段階まで進んだところ、以前に報告されて

いた立体構造が誤っている可能性を見いだし、当該化合物の正しい立体構造を決めるべく更に研究を

進めている。このほかにも当初の予定を早め、（５）のプロスタグランジン類の効率的合成と医薬品へ

の展開に関して、Corey ラクトンを短時間で合成する方法を新たに見いだし報告している。 

今後、複雑な天然物の供給・構造改変に関わる問題の解決を通して、有機合成化学を基盤とする生命

科学研究や創薬などへの波及効果が期待できる。 

 


